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金
閣
・
銀
閣
を
擁
す
る
大
本
山
相
国
寺
。

貴
重
な
寺
内
史
料
か
ら
蘇
る
、
時
代
の

変
化
に
立
ち
向
か
い
、
法
灯
を
守
り
続
け

た
僧
侶
た
ち
の
苦
悩
と
努
力
の
歩
み
。

大
本
山
相
国
寺
で
行
わ
れ
た
全
10
講
の
講
義
録
。
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藤
田
和
敏 
著

【
編
者
紹
介
】　
一九
七
二
年
、
愛
知
県
に
生
ま
れ
る
。一九
九
六
年
、
立
命
館
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
。
二
〇
〇
五
年
、
京
都
府
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満

期
退
学
、博
士
（
歴
史
学
）。
現
在
、大
本
山
相
国
寺
寺
史
編
纂
室
研
究
員
。
著
書
に
、『〈
江
戸
〉の
人
と
身
分
』2
（
分
担
執
筆
、白
川
部
達
夫
・
山
本
英
二
編
、吉
川
弘
文
館
、二
〇一〇
年
）、『〈
甲

賀
忍
者
〉
の
実
像
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇一二
年
）、『
近
世
郷
村
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇一三
年
）、『
国
家
を
超
え
る
宗
教
』（
分
担
執
筆
、相
国
寺
教
化
活
動
委
員
会
監
修
・田
中
滋
編
、

東
方
出
版
、
二
〇一六
年
）、『
古
都
税
の
証
言
　
京
都
の
寺
院
拝
観
を
め
ぐ
る
問
題
』（
分
担
執
筆
、
京
都
仏
教
会
編
、
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
、
二
〇一七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
は
じ
め
に

　
　
第
一
部
　
室
町
・
戦
国
時
代
の
相
国
寺

第
一
講
　
相
国
寺
と
北
山
第
の
開
創

1
　
足
利
義
満
に
よ
る
相
国
寺
の
創
建

2
　
相
国
寺
大
塔
と
北
山
第
の
建
築

第
二
講
　
東
山
山
荘
と
鹿
苑
僧
録
・
蔭
凉
職

1
　
東
山
山
荘
の
造
営

2
　
鹿
苑
僧
録
と
蔭
凉
職

　
　
第
二
部
　
江
戸
時
代
の
相
国
寺

第
一
講
　
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
門
派
の
形
成

　
　
　
　
│
│
西
笑
承
兌
と
常
徳
派

1
　
江
戸
禅
宗
史
研
究
の
視
点

2
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
門
派

3
　
常
徳
派
の
成
立

4
　
豊
光
寺
・
大
光
明
寺
輪
番
争
論
一
件

5
　
輪
番
争
論
そ
の
後

6
　
ま
と
め

第
二
講
　
安
土
桃
山
〜
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る

　
　
　
　
大
智
派
と
光
源
院
・
慈
照
寺

1
　
安
土
桃
山
時
代
に
お
け
る
大
智
派

2
　
園
松
寺
天
外
梵
知
後
住
一
件

3
　
大
智
院
輪
番
争
論
一
件

4
　
慈
照
寺
山
林
争
論
一
件

5
　
慈
照
寺
祖
桓
擯
斥
一
件

6
　
ま
と
め

第
三
講
　
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
相
国
寺
山
内
の
動
向

　
　
　
　
│
│
山
門
修
理
と
天
明
大
火

1
　
困
窮
す
る
塔
頭

2
　
山
門
修
理
と
富
く
じ
興
行

3
　
天
明
の
大
火

4
　
ま
と
め

第
四
講
　
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る

　
　
　
　
白
隠
禅
の
浸
透
と
門
派
の
衰
退

1
　
禅
宗
の
歴
史
と
白
隠
禅

2
　
僧
堂
再
興
の
発
端
と
白
隠
禅
の
浸
透

3
　
相
国
僧
堂
の
成
立

4
　
伽
藍
の
復
興

5
　
常
徳
派
に
よ
る
輪
番
住
持
制
の

　
　
　
破
綻
と
鹿
苑
寺
の
混
乱

6
　
ま
と
め

　
　
第
三
部
　
明
治
〜
昭
和
期
の
相
国
寺

第
一
講
　
国
家
神
道
体
制
の
形
成
と

　
　
　
　
相
国
寺
派
の
動
向

1
　
明
治
国
家
の
成
立
と
神
道
国
教
化
政
策

2
　
明
治
初
期
に
お
け
る

　
　
　
臨
済
宗
・
相
国
寺
派
の
動
向

3
　
神
道
国
教
化
政
策
の
破
綻
と

　
　
　
国
家
神
道
体
制
の
形
成

4
　
ま
と
め

第
二
講
　
宗
派
財
政
の
窮
乏
と

　
　
　
　「
臨
済
宗
相
国
寺
派
紀
綱
」の
編
纂

1
　
相
国
寺
派
財
政
の
悪
化

2
　
国
泰
寺
派
の
独
立

3
　「
臨
済
宗
相
国
寺
派
紀
綱
」の
編
纂

4
　
ま
と
め

第
三
講
　
戦
時
体
制
に
お
け
る
臨
済
宗
と
相
国
寺
派

1
　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
世
相

2
　
臨
済
宗
七
派
聯
合
布
教
団
の
発
足
と

　
　
　
臨
黄
合
議
所
の
設
置

3
　
宗
教
団
体
法
の
制
定
と
臨
済
宗
の
合
同

4
　
宗
教
団
体
法
・
臨
済
宗
合
同
の
諸
影
響

5
　
臨
済
宗
と
相
国
寺
派
の
戦
争
協
力

6
　
ま
と
め

第
四
講
　
宗
教
法
人
法
の
成
立
と
古
都
税
反
対
運
動

1
　
宗
教
法
人
法
の
成
立

2
　
金
閣
の
焼
失
と
再
建

3
　
銀
閣
寺
事
件

4
　
文
化
観
光
施
設
税
・
文
化
保
護

　
　
　
特
別
税
の
導
入

5
　
古
都
保
存
協
力
税
反
対
運
動
の
経
緯

6
　
古
都
税
の
証
言

7
　
ま
と
め

　
お
わ
り
に

あ
と
が
き

主
要
参
考
文
献

写
真
一
覧

相
国
寺
略
年
表

（
大
本
山
相
国
寺
寺
史
編
纂
室
研
究
員
）
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